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生活行動 自　宅　生 下　宿　生 T一値
通　　　学 2β8±1。19 1．20±1．02 5，0ユ＊＊＊
授　業　等 5．08±1，19 4．09±1．20 3．31＊＊＊
休憩・雑談 0．49±0．33 1．01±0．46 一L34
学内の身圃り 0．16±0．11 0．12±0．09 L98
学内の歩行 0．31±0．18 0。29±0．18 0．55
スポーツ活動 2．14±LO4 2．21±1．03 一〇．50
睡　　　　眠 7．14±1．05 7．28±1．26 一〇．83
食　　　事 LO9±0．27 1．07±0．28 0．32
身園り・休息 0．57±0．34 1．09±0．43 一 1．45
教　　　　養 1．15±LO9 1．16±1。06 一
〇．05
娯　　　　楽 1．26±1．21 2．49±1．20 一 4．65＊＊＊












生 湧　行　動 ユ　　　　　2 3 4 5 6 7 8 9 10 1ユ 12




2 授　窯　等 一 270 一 ．18 ．28 ．違9＊＊孝 ．01 ∴28 一 ．25 ∴09 一 ．250 ∴50＊林 ∴27

















．17 唱21 一 ユ4
5 学内の歩鴛 一 ．40き。。　．54榊 ．09 ．17 一 ．i8 一 ．25 一 ．15 一 ．02 一 ．23 一 ，32＊ 一 ．三5































































































































































































通　　　　学 ．015 1，084 ．012 ．834
授　業　等 ．GQ9 ．742 ．QO7 、551
休憩・雑談 一 ．001 一 ．059
学内の身團り ．031 ．327
学内の歩行 一 ．008 一　．153
スポーツ活動 ．005 ．338 ｝　．000 ．03婆
睡　　　　眠 ．OG7 ．536
食　　　事 ．008 ．209




定　　　　数 一 9．88 一 3．40
正半捌率（％）
自　宅　生 31／43漏72．1 30／43漏69。8
下　宿　生 35／39＝89．7 32／39漏82．1
全　　　体 66／82－80．5 62／82凱75，6
50
学報第70－3号
まとめ
　大阪市内の理科系私立大学の男子学生（年齢18～19歳），自宅生43名，下宿生39名謙82名を対象
に，週日の運動クラブ練習日の生活時間調査を実施し，その調査結果を資料として，主成分分析，
判別分析を用いて2群の生活時間を比較検討した。
1）自宅生の生活時間は，下宿生に比べ通学，授業等の各時間が長く，娯楽時聞が短いことが認
　められた。
2）自宅生と下宿生の総計82名の各生活蒋問相互間の彬関行列を求め，主成分分析を行った。抽
　出された第1主成分は，学校内蒔聞と掌校外時間の対比を示す主成分と考えられた。
3）欄人の主成分得点を算出し，自宅生と下宿生別に散布図を描いたところ，第1主成分の散布
　状態は2群間に著しく異なっていた。
4）生活時間の全分類項目を用いて判別関数を求め，その衡数によって判溺すると，全体では80．5
　％が正しく判別されたが，自宅生と下宿生問で各生活時間の平均値に有意差が認められた項目
　を用いた判別分析の結果では，正判溺率は全体で75．6％であった。すなわち，2群の生活時間
　構造の判別は，全分類項蟹を用いた場合にその効率がよいことが認められた。
　以上，主成分分析法，半捌分析法は，2群の生活蒔問構造を比較するための1つの有効な手段
　であると考えられる。
　稿を終るにあたって，ご指導いただいた京都府立医科大学衛生掌教室永田久紀教授に深謝いたします。
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